
先
月
組
合
員
の
自
宅
に

国
税
庁
か
ら
「
よ
く
わ
か

る
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
一
〇
月
か
ら
の
税

率
引
き
上
げ
を
前
提
に
、

導
入
さ
れ
る
軽
減
税
率
制

度
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

軽
減
税
率
と
は
一
部
の

品
目
に
つ
い
て
税
率
を
八

％
に
据
え
置
く
こ
と
で
す
。

対
象
品
目
は
飲
食
料
品

(

酒
類
を
除
く)

と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
は

す
べ
て
一
〇
％
に
引
き
上

げ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大

幅
な
負
担
増
に
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

引
き
上
げ
に
と
も
な
い

対
象
品
目
の
売
上
げ
や
経

費
が
あ
る
申
告
者
に
は
税

率
ご
と
に
区
分
し
た
請
求

書
の
発
行
や
帳
簿
等
の
保

存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
問
題
は
、
平
成

三
十
五
年
一
〇
月
か
ら
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式

(

い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度)

で
す
。

同
パ
ン
フ
に
よ
る
と
適

格
請
求
書
と
は
「
売
手
が

買
手
に
対
し
正
確
な
適
用

税
率
や
消
費
税
額
を
伝
え

る
手
段
」
と
さ
れ
て
お
り
、

適
格
請
求
書
を
交
付
で
き

る
の
は
税
務
署
に
登
録
申

請
し
た
消
費
税
の
課
税
事

業
者
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

売
上
が
一
千
万
円
以
下
で

あ
っ
て
も
適
格
請
求
書
を

発
行
す
る
に
は
登
録
し
て

消
費
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
で
て
き
ま
す
。

ダ
ン
プ
支
部
大
会
で
学

習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
〜
三
日
か
け

て
群
馬
県
安
中
市
で
建
交

労
第
二
〇
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
二
〇
一
七
年

度
の
組
織
拡
大
表
彰
の
な

か
で
、
栃
木
ダ
ン
プ
支
部

が
年
間
五
十
七
人
組
合
員

拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り

「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
多
く
の
組

合
員
、
関
係
者
の
ご
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
高
齢
化
に
よ
る

組
合
員
減
少
も
続
い
て
お

り
、
引
き
続
き
対
象
者
の
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政
府
は
来
年
一
〇
月
か
ら
消
費
税
率
を
一
〇
％
に
引
き

上
げ
る
方
針
で
す
。
多
く
の
国
民
は
現
在
の
八
％
で
も
大

変
で
す
。
大
企
業
ば
か
り
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。
い
ま
税
率
を
上
げ
れ
ば
、
庶

民
の
暮
ら
し
と
仕
事
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
だ
け
で
す
。

自
民
党
総
裁
選
で
石
破
候
補
が
予
想
外
の
善
戦
。
自
民
党
内
で
も
安
倍
首
相
へ
の
支
持
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
改
憲
を
断
念
さ
せ
る
状
況
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

角田委員長から表彰状を受ける市村代議員(右)

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。


